
巻 号 年 月 日 種別 タイトル 著者 頁数 備考
4 7 1900 7 20 主義 各宗の行動を評す 1 この号より、宗粋雑誌社発行「宗粋雑誌」となる。ただし表紙

や1ページ目の表記は「宗粋第四十二之巻」となっている。
4 7 1900 7 20 教学 二祖選択相伝年時考 淺井法順 4
4 7 1900 7 20 教学 法華経諸訳の品名及び品次 望月信亨 7
4 7 1900 7 20 教学 眞俗二諦の弁 籠島禅静 11
4 7 1900 7 20 教学 仏耶兩教の史的関繋（六） 中原武八郎遣 14
4 7 1900 7 20 雑纂 宗史談叢（一） 越智専明 16
4 7 1900 7 20 雑纂 仏骨に関する史伝 高楠順次郎 19
4 7 1900 7 20 雑纂 仏舎利奉迎と本宗の態度 井上松雨 27
4 7 1900 7 20 時言 伽藍仏教 29
4 7 1900 7 20 時言 西本願寺遂に各宗と絶つ 30
4 7 1900 7 20 時言 自由研究と所謂信仰家 31
4 7 1900 7 20 時言 青年仏教徒と信仰 32
4 7 1900 7 20 時言 図書館の設備を拡大せよ 32
4 7 1900 7 20 時言 宗門耆宿洋行の議 34
4 7 1900 7 20 時言 布教小言 36
4 7 1900 7 20 時言 俳評 38
4 7 1900 7 20 思勢 太陽 41
4 7 1900 7 20 思勢 伝道 41
4 7 1900 7 20 思勢 教友 42
4 7 1900 7 20 思勢 中央公論 42
4 7 1900 7 20 思勢 無盡燈 42
4 7 1900 7 20 思勢 新仏教等 43
4 7 1900 7 20 江湖 学階授興 43
4 7 1900 7 20 江湖 大挙伝道 43
4 7 1900 7 20 江湖 慈善財閥 44
4 7 1900 7 20 江湖 丹波芳信 44
4 7 1900 7 20 江湖 講習成績 44
4 7 1900 7 20 江湖 叢氏渡米 45
4 7 1900 7 20 交詢 予輩の朝鮮開教策 戸倉隆門 45
4 7 1900 7 20 社告 後（一）
4 7 1900 7 20 広告 後（二）
4 8 1900 8 20 主義 浄土宗の当路に告ぐ 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
4 8 1900 8 20 主義 社会の救済に努力せよ 中島徳蔵 4
4 8 1900 8 20 教学 倫理と哲学及宗教 望月信亨 6
4 8 1900 8 20 教学 四相論 筑場義定 9
4 8 1900 8 20 雑纂 宗史談叢（二） 越智専明 30
4 8 1900 8 20 雑纂 星影 姑　射訳 33
4 8 1900 8 20 雑纂 草木成仏論の後に書す 望月櫻雨 37
4 8 1900 8 20 雑纂 寄蓮懐旧長歌並短歌 井上徳定 37
4 8 1900 8 20 時言 宗制度改革意見所論 匸王生 38
4 8 1900 8 20 時言 大菩提会の反省 46
4 8 1900 8 20 時言 宗学卒業生の任用に就き 48
4 8 1900 8 20 時言 韓僧教養の失敗 49
4 8 1900 8 20 時言 黄塵一掬 49
4 8 1900 8 20 時言 梧葉片々 52
4 8 1900 8 20 時言 布教小言 玄玄生 54
4 8 1900 8 20 時言 好個避暑法 56
4 8 1900 8 20 思勢 高楠博士の意見 58
4 8 1900 8 20 思勢 仏教 58
4 8 1900 8 20 思勢 伝道 59
4 8 1900 8 20 思勢 太陽等 59
4 8 1900 8 20 思勢 『四明余霞』 60
4 8 1900 8 20 思勢 『新仏教』 61
4 8 1900 8 20 思勢 『妙宗』 61
4 8 1900 8 20 思勢 『日の出新聞』 61
4 8 1900 8 20 思勢 『故郷』 62
4 8 1900 8 20 思勢 『紫雲』 62
4 8 1900 8 20 思勢 『御親諭義解』『家のをしへ』『信仰のすすめ』『人畜区別の

原因』『法幢』
62

4 8 1900 8 20 江湖 学年開始 62
4 8 1900 8 20 江湖 学舎移転 62
4 8 1900 8 20 江湖 真言分離 62
4 8 1900 8 20 江湖 東六負債 62
4 8 1900 8 20 江湖 夏講一束 63
4 8 1900 8 20 江湖 霊岳北征 63
4 8 1900 8 20 江湖 建日本寺 63
4 8 1900 8 20 江湖 艦内布教 63
4 8 1900 8 20 江湖 独逸断信 63
4 8 1900 8 20 交詢 仏骨発掘の霊地を敬護する議 玄玄生 64
4 8 1900 8 20 社告
4 8 1900 8 20 広告
4 9 1900 9 20 主義 新思潮の亢進 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
4 9 1900 9 20 教学 予が信念 井上徳定 4
4 9 1900 9 20 教学 道徳の根拠 赤木通弘 12 文学士
4 9 1900 9 20 雑纂 空の観念 蓮池生 25
4 9 1900 9 20 雑纂 秋の声 瓜笑生 27
4 9 1900 9 20 雑纂 夏の旅 蓮舟生 28
4 9 1900 9 20 時言 富者の不仁を感化せよ 31
4 9 1900 9 20 時言 宣教師虐殺 32
4 9 1900 9 20 時言 新政党成 33
4 9 1900 9 20 時言 加藤博士の愚論 34
4 9 1900 9 20 時言 布教小言 松隠居 36
4 9 1900 9 20 時言 吁眞言宗 38
4 9 1900 9 20 時言 秋風一陳 39
4 9 1900 9 20 時言 残月暁風（卍翁） 卍翁 42
4 9 1900 9 20 思勢 北清問題対耶蘇教 44
4 9 1900 9 20 思勢 新信仰の表白 47
4 9 1900 9 20 思勢 廃娼論の再燃 47
4 9 1900 9 20 江湖 戦死追弔 48
4 9 1900 9 20 江湖 管長親化 48
4 9 1900 9 20 江湖 学院教校 48
4 9 1900 9 20 江湖 各宗委員 49
4 9 1900 9 20 江湖 女子大学 49
4 9 1900 9 20 江湖 飢饉托鉢 50
4 9 1900 9 20 江湖 公月乗光 50
4 9 1900 9 20 江湖 予告 50
4 9 1900 9 20 交詢 小消息 吉岡阿成 51
4 9 1900 9 20 社告
4 9 1900 9 20 広告
4 10 1900 10 20 主義 青年仏教徒の活動を促す 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
4 10 1900 10 20 教学 改革者としての釈尊 吉田賢龍 4 文学士

『宗粋雑誌』



4 10 1900 10 20 教学 自力教と他力教 福島愍雄 7
4 10 1900 10 20 雑纂 宗史談叢（三） 越智専明 11
4 10 1900 10 20 雑纂 天文と古代宗教 村上八水 14
4 10 1900 10 20 雑纂 月 南山沛雨 16
4 10 1900 10 20 時言 題出山世尊之図 松本廬獄 18
4 10 1900 10 20 時言 大に教会組織の急務を論ず 18
4 10 1900 10 20 時言 一宗教制度改革意見 匚王生 25
4 10 1900 10 20 時言 各本山に警告す 34
4 10 1900 10 20 時言 殺人剣 36
4 10 1900 10 20 時言 黒漫々録 39
4 10 1900 10 20 時言 行雲過雁 41
4 10 1900 10 20 思勢 信仰 42
4 10 1900 10 20 思勢 迷信 43
4 10 1900 10 20 思勢 旧仏教 44
4 10 1900 10 20 思勢 向上の理想 44
4 10 1900 10 20 思勢 理想と現実 45
4 10 1900 10 20 思勢 動物保護 45
4 10 1900 10 20 江湖 奉迎玉車 47
4 10 1900 10 20 江湖 第五教況 47
4 10 1900 10 20 江湖 婦人教会 47
4 10 1900 10 20 江湖 囚徒宗旨 47
4 10 1900 10 20 江湖 委員運動 48
4 10 1900 10 20 江湖 法将遷化 48
4 10 1900 10 20 江湖 二氏転居 48
4 10 1900 10 20 交詢 三宝礼に就て 節南 48
4 10 1900 10 20 交詢 宗務当路へ 杞【実字：木へんに巳】の国

老人
49 表紙に含まれず

4 10 1900 10 20 交詢 寺籍調査会 後憂生 49 表紙に含まれず
4 10 1900 10 20 交詢 寺籍と教育 孤憤軒 49 表紙に含まれず
4 10 1900 10 20 交詢 もんだい がくせー 49 表紙に含まれず
4 10 1900 10 20 交詢 浄土或問に就て 伝教生 49 表紙に含まれず
4 10 1900 10 20 交詢 仏教生に答ふ 社末　蓮池 49 表紙に含まれず
4 10 1900 10 20 交詢 河内の献命生に答ふ 吉岡生 49 表紙と若干異なる
4 10 1900 10 20 講話 小消息 吉岡阿成 50
4 10 1900 10 20 社告
4 10 1900 10 20 広告
4 11 1900 11 20 主義 青年仏教徒の任務 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
4 11 1900 11 20 教学 大我新論 中島徳蔵 4 文学士
4 11 1900 11 20 教学 哲学史における二大傾向と評論 松田貫了 7
4 11 1900 11 20 雑纂 買誼論 上田駿一郎 12 文学士
4 11 1900 11 20 雑纂 支那初代の仏教 吉水智海 19
4 11 1900 11 20 雑纂 四日間の旅 秦　愍成 25
4 11 1900 11 20 時言 紅葉 井上松雨 28
4 11 1900 11 20 時言 一宗教制度改革意見 匚王生 30
4 11 1900 11 20 時言 布教小言 34
4 11 1900 11 20 時言 活人剣 37
4 11 1900 11 20 時言 布教小言 39
4 11 1900 11 20 時言 黄花紅葉 卍翁 40
4 11 1900 11 20 思勢 宗教法案 41
4 11 1900 11 20 江湖 明年御題 46
4 11 1900 11 20 江湖 46
4 11 1900 11 20 江湖 婦人大会 46
4 11 1900 11 20 江湖 廃娼同盟 46
4 11 1900 11 20 江湖 馬氏物故 46
4 11 1900 11 20 江湖 同盟遊説 46
4 11 1900 11 20 江湖 予告 46
4 11 1900 11 20 講話 小消息 吉岡阿成 47
4 11 1900 11 20 社告
4 11 1900 11 20 広告 後1
4 12 1900 12 21 主義 個人的布教 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
4 12 1900 12 21 教学 「韓図」の表現象物如と唯物の三性 中島徳蔵 3 表紙と異なる
4 12 1900 12 21 教学 哲学史における二大傾向と評論 松田貫了 8
4 12 1900 12 21 雑纂 買誼論 上田駿一郎 14 文学士
4 12 1900 12 21 雑纂 先徳遺芳（一） 琵琶江客 22
4 12 1900 12 21 雑纂 四日間の旅 秦　愍成 23
4 12 1900 12 21 雑纂 楠蔭詩稿抄（一） 梅雪生 29
4 12 1900 12 21 雑纂 俳賛十題 瓦　　子 31
4 12 1900 12 21 時言 宗教家と社会の推運 塚原政次 32 文学士
4 12 1900 12 21 時言 葬式の弊習 36
4 12 1900 12 21 時言 衝口發 38
4 12 1900 12 21 時言 寒鴉枯木 卍翁 40
4 12 1900 12 21 時言 天來鬼語 42
4 12 1900 12 21 江湖 講習成績 43
4 12 1900 12 21 江湖 防火工事 44
4 12 1900 12 21 江湖 耶徒大挙 44
4 12 1900 12 21 江湖 哭公月子 44
4 12 1900 12 21 江湖 予告 45
4 12 1900 12 21 講話 小消息 吉岡阿成 46
4 12 1900 12 21 社告
4 12 1900 12 21 広告
5 1 1901 1 30 主義 新世紀を迎ふ 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社

5 1 1901 1 30 論説 仏教徒の布教遠征隊を組織せよ 上田駿一郎 4 文学士
5 1 1901 1 30 論説 時事雑感 黒田眞洞 9
5 1 1901 1 30 論説 霊魂問題に就て 田口卯吉 13
5 1 1901 1 30 論説 支那文化の概観 飯田御世吉郎 21
5 1 1901 1 30 論説 人格崇拝のとを論ず 豊岡博道 27
5 1 1901 1 30 雑算 宗史談叢（四） 越智専明 33
5 1 1901 1 30 雑算 三部経翻訳の年代 望月信享 35
5 1 1901 1 30 雑算 弁論法の首の書す 郁芳隨円 41
5 1 1901 1 30 雑算 楠蔭詩稿抄（二） 梅雪生 43
5 1 1901 1 30 雑算 雪中竹（新体詩） 井上松雨 45
5 1 1901 1 30 時評 兎に角活動せよ 45
5 1 1901 1 30 時評 進歩せざる可らず
5 1 1901 1 30 時評 仏教の中心と東京
5 1 1901 1 30 時評 高等学院の等位認定と教育制度構成問題
5 1 1901 1 30 時評 西洋紀元と仏教徒 51
5 1 1901 1 30 時評 誤り多き論文 51
5 1 1901 1 30 時評 鶏声旗影（俳評） 52
5 1 1901 1 30 思勢 仏教徒の世界的運動如何 53
5 1 1901 1 30 思勢 死刑廃止論 54
5 1 1901 1 30 思勢 独立教会設立の必要 55
5 1 1901 1 30 思勢 僧侶と学校教師及び記者 57
5 1 1901 1 30 思勢 寄贈書目 58



5 1 1901 1 30 江湖 高等学院の等位認定 58
5 1 1901 1 30 江湖 二雑誌一新聞の計画 58
5 1 1901 1 30 江湖 西本願寺の慈善財閥 58
5 1 1901 1 30 江湖 日蓮宗々論 59
5 1 1901 1 30 江湖 東本願寺の大法要計画 59
5 1 1901 1 30 江湖 英訳起信論の出版 59
5 1 1901 1 30 江湖 二高徳の訃音 59
5 1 1901 1 30 江湖 東亜仏教会のの設立 60
5 1 1901 1 30 江湖 小消息講話 60
5 1 1901 1 30 社告
5 1 1901 1 30 広告
5 2 1901 2 21 主義 礼譲及び趣味 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
5 2 1901 2 21 論説 支那文化の概観 飯田御世吉郎 4 文学士
5 2 1901 2 21 論説 『日本陽明泒の哲学』に現われたる井上博士の陽明学 岡田九三郎 9
5 2 1901 2 21 雑算 三部経翻訳の年代 望月信享 12
5 2 1901 2 21 雑算 羅馬帝国基督教伝播の事情 吉水智海 17
5 2 1901 2 21 雑算 古徳遺芳（二） 湖　　菴 21 表紙と内容でのタイトル異なる
5 2 1901 2 21 雑算 刈る藻の露（新体詩） 井上　松雨 22
5 2 1901 2 21 雑算 歌、詩、文 45
5 2 1901 2 21 時評 選挙干渉 26
5 2 1901 2 21 時評 社会的制裁 27
5 2 1901 2 21 時評 運動干渉 28
5 2 1901 2 21 時評 耶蘇教と浄土宗 28
5 2 1901 2 21 時評 春風春水 29
5 2 1901 2 21 時評 衝口發 31
5 2 1901 2 21 時評 宗会來 33
5 2 1901 2 21 時評 教校生に告ぐ 36
5 2 1901 2 21 時評 育英瑣言 38
5 2 1901 2 21 時評 疎影暗香 40
5 2 1901 2 21 江湖 教区拡張 43
5 2 1901 2 21 江湖 名士遠忌 44
5 2 1901 2 21 江湖 開票時日 44
5 2 1901 2 21 江湖 上地林案 44
5 2 1901 2 21 江湖 宗教法案 44
5 2 1901 2 21 江湖 新竹教状 45
5 2 1901 2 21 江湖 大挙伝道 45
5 2 1901 2 21 江湖 回答二件 45
5 2 1901 2 21 思勢 46
5 2 1901 2 21 講話 小消息講話 吉岡阿成 51
5 2 1901 2 21 社告
5 2 1901 2 21 広告
5 3 1901 3 21 主義 根本経論を策立せよ 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社

5 3 1901 3 21 公議 宗教と学校 中島徳蔵 4 文学士
5 3 1901 3 21 公議 時事雑感（其の二） 成一菴主 7
5 3 1901 3 21 公議 浄土宗学の価値 仁王生 12
5 3 1901 3 21 学説 浄土実在論 翠渓無方 21
5 3 1901 3 21 学説 宗教の倫理的要素を定解す 高橋由吉 23
5 3 1901 3 21 学説 概念論と絶対的実在 平澤謙純 25
5 3 1901 3 21 時言 宗会議員に檄す 29
5 3 1901 3 21 時言 服飾質素の議 32
5 3 1901 3 21 時言 妻帯公許の議 33
5 3 1901 3 21 時言 教校改革の議 35
5 3 1901 3 21 時言 伝教会分合の議 36
5 3 1901 3 21 時言 尼衆教育の議 36
5 3 1901 3 21 時言 宗会議員選挙法改正の議 37
5 3 1901 3 21 時言 衝口發 37
5 3 1901 3 21 時言 宗会に対して 39
5 3 1901 3 21 時言 鶯声燕語（俳評） 41
5 3 1901 3 21 講話 小消息 吉岡阿成 44
5 3 1901 3 21 社告
5 3 1901 3 21 広告
5 4 1901 4 21 主義 仏教革新難 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社

5 4 1901 4 21 学説 偉人の精神 中島徳蔵 4 文学士
5 4 1901 4 21 学説 宗教改革談 吉水智海 7
5 4 1901 4 21 学説 唯識宗梗概 豊岡博道 15
5 4 1901 4 21 雑算 仏教発達論の首に書す 志賀細浪 21
5 4 1901 4 21 雑算 ままの記（一） 鳥羽生 23
5 4 1901 4 21 雑算 風景と気風 八　　水 26
5 4 1901 4 21 雑算 先徳遺芳（三） 琵琶江客 28
5 4 1901 4 21 雑算 楠蔭詩稿抄（三） 梅雪生 31
5 4 1901 4 21 時言 宗会概評（一） 33
5 4 1901 4 21 時言 過渡時代の一弊 39
5 4 1901 4 21 時言 真言宗劃一派の否運 40
5 4 1901 4 21 時言 東洋禍亂の原因 41
5 4 1901 4 21 時言 春風余芬 42
5 4 1901 4 21 時言 紫白黄紅 45
5 4 1901 4 21 時言 新派俳諧往来 48
5 4 1901 4 21 時言 東京郵信 49
5 4 1901 4 21 思勢 宗門統一 51
5 4 1901 4 21 思勢 大谷派三百年法会の真相 52
5 4 1901 4 21 思勢 外教徒清国伝道の絶望 52
5 4 1901 4 21 江湖 宗祖降誕 53
5 4 1901 4 21 江湖 台湾不況 54
5 4 1901 4 21 江湖 大仏修繕 54
5 4 1901 4 21 社告
5 4 1901 4 21 広告
5 5 1901 5 21 主義 紀念伝道 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
5 5 1901 5 21 学説 宗教に就ての話 井上哲次郎 4 文学士
5 5 1901 5 21 学説 生死論 小林瑞淨 7
5 5 1901 5 21 学説 浄土実在論 翠渓無方 14
5 5 1901 5 21 学説 宗教の倫理的要素を定解す 高橋由吉 15
5 5 1901 5 21 学説 唯識宗の梗概（接前） 豊岡博道 18
5 5 1901 5 21 雑算 往生礼賛（唱歌和訳） 真野観堂 23
5 5 1901 5 21 雑算 水声山影（山陽九州） 松隠居 25
5 5 1901 5 21 雑算 旅の名ぐさ 井上　松雨 26
5 5 1901 5 21 時言 阿弥陀堂再建に就て　其一 29
5 5 1901 5 21 時言 阿弥陀堂再建に就て　其二 30
5 5 1901 5 21 時言 阿弥陀堂再建に就て　其三 32
5 5 1901 5 21 時言 阿弥陀堂再建に就て　其四 33
5 5 1901 5 21 時言 阿弥陀堂再建に就て　其五 34
5 5 1901 5 21 時言 阿弥陀堂再建に就て　其六 36
5 5 1901 5 21 時言 阿弥陀堂再建に就て　其七 36



5 5 1901 5 21 時言 阿弥陀堂再建に就て　其八 36
5 5 1901 5 21 時言 阿弥陀堂再建に就て　其九 36
5 5 1901 5 21 時言 阿弥陀堂再建に就て　其十 36
5 5 1901 5 21 時言 阿弥陀堂再建に就て　其十一 36
5 5 1901 5 21 時言 殿堂改良の卑見 37
5 5 1901 5 21 時言 教学院の活動を望む 40
5 5 1901 5 21 時言 訓示と教令 42
5 5 1901 5 21 時言 衝口發 44
5 5 1901 5 21 時言 宗会概評 46
5 5 1901 5 21 時言 青葉若葉（俳評） 49
5 5 1901 5 21 社告
5 5 1901 5 21 広告
5 6 1901 6 21 学説 宗教に就ての話（承前） 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
5 6 1901 6 21 学説 浄教座談 井上哲次郎 4 文学士
5 6 1901 6 21 学説 仏性と信仰 井上徳定 11
5 6 1901 6 21 学説 唯識宗梗概（接前） 平澤謙純 14
5 6 1901 6 21 公議 浄土宗と土木病 豊岡博道 19
5 6 1901 6 21 雑算 往生礼賛（中夜の巻） 北　　叟 23
5 6 1901 6 21 雑算 髑髏を見るの記 真野観堂 25
5 6 1901 6 21 雑算 予が得たる天啓 戸澤正保 27
5 6 1901 6 21 雑算 ままの記（二） 湖鏡道人 30
5 6 1901 6 21 雑算 先徳遺芳（四） 梅雪生 33
5 6 1901 6 21 雑算 楠蔭詩稿抄（四） 38
5 6 1901 6 21 時言 紀念伝道会将に成らんとす 40
5 6 1901 6 21 時言 断霞残紅 40
5 6 1901 6 21 時言 衝口發 42
5 6 1901 6 21 時言 蛙吟蝉声 44
5 6 1901 6 21 江湖 五区予算 46
5 6 1901 6 21 江湖 馬氏遺書 48
5 6 1901 6 21 江湖 大挙伝道 49
5 6 1901 6 21 江湖 教学院議 50
5 6 1901 6 21 講話 小消息（其七） 吉岡阿成 51
5 6 1901 6 21 社告
5 6 1901 6 21 広告
5 7 1901 7 21 主義 円光大師七百年忌を迎ふ 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
5 7 1901 7 21 主義 僧侶廃止論 5
5 7 1901 7 21 学説 浄土実在論（完結） 翠渓無方 7
5 7 1901 7 21 学説 成実論に関する研究 吉水智海 9
5 7 1901 7 21 学説 名利何者ぞ 中島徳蔵 14
5 7 1901 7 21 学説 ショーペンハウエル氏の倫理説を評す 吉水智憲 19
5 7 1901 7 21 雑算 倶舎論諸品大意 堀江香城 24
5 7 1901 7 21 雑算 猶太教一斑 細浪生 28
5 7 1901 7 21 雑算 良知 岡山敬甫 31
5 7 1901 7 21 雑算 先徳遺芳（五） 琵琶江客 36
5 7 1901 7 21 雑算 題紀念写真 松本廬獄 40 表紙とタイトル異なる
5 7 1901 7 21 時言 大師御遠忌に際し浄土門諸宗派合同奉修の議 41
5 7 1901 7 21 時言 僧侶廃止 43
5 7 1901 7 21 時言 寺院の陸遅 44
5 7 1901 7 21 時言 衝口發 47
5 7 1901 7 21 時言 流蛍過雨 49
5 7 1901 7 21 思勢 昨是今非 51
5 7 1901 7 21 思勢 葬式の立振舞と山菓子に就て 52 表紙とタイトル異なる
5 7 1901 7 21 江湖 喇嘛教主の来朝 54
5 7 1901 7 21 江湖 養育院教誨 54
5 7 1901 7 21 江湖 賜禅師号 54
5 7 1901 7 21 江湖 九州中学 54
5 7 1901 7 21 江湖 京都文科大学 54
5 7 1901 7 21 江湖 大谷家の財産 54
5 7 1901 7 21 江湖 大派耆宿会 55
5 7 1901 7 21 江湖 京都の大挙伝道 55
5 7 1901 7 21 江湖 夏季講習会 55
5 7 1901 7 21 江湖 第五教校再建 55
5 7 1901 7 21 江湖 講習成績 55
5 7 1901 7 21 江湖 悪例打破 56
5 7 1901 7 21 社告
5 7 1901 7 21 広告
5 8 1901 8 20 主義 伝道の好機 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
5 8 1901 8 20 学説 楞伽経の史的問題 帰朴子 14
5 8 1901 8 20 学説 成実論に関する研究 吉水智海 19
5 8 1901 8 20 雑算 偶像 古仏庵 24
5 8 1901 8 20 雑算 楊墨の倫理説 佐和円心 28 表紙とタイトル異なる（一部）
5 8 1901 8 20 雑算 耶蘇基督の宗教改革 細浪生 31
5 8 1901 8 20 雑算 十日間の大和 淡　海 36
5 8 1901 8 20 小説 源内武者定明 井手蕉雨 40
5 8 1901 8 20 時言 教校建築案に就て 得魚生 41 表紙に筆者記載なし
5 8 1901 8 20 時言 衝口發 天　　鼓 43 表紙に筆者記載なし
5 8 1901 8 20 時言 伏流吐波 掬　　翠 44 表紙に筆者記載なし
5 8 1901 8 20 時言 尾張出身の宗侶 関　　狐 47 表紙に筆者記載なし
5 8 1901 8 20 時言 吾人の仏教 澹　　庵 49 表紙に筆者記載なし
5 8 1901 8 20 時言 清風明月 卍　　翁 51 表紙に筆者記載なし
5 8 1901 8 20 江湖 法式の矛盾 54
5 8 1901 8 20 江湖 理想団 54
5 8 1901 8 20 江湖 理想団宣言 54
5 8 1901 8 20 江湖 理想団誓約 54
5 6 1901 6 20 講話 小消息（第八席） 吉岡阿成 51
5 8 1901 8 20 社告
5 8 1901 8 20 広告
5 9 1901 9 20 主義 慰籍を興ふる宗教 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
5 9 1901 9 20 主義 一夫多妻宗 3
5 9 1901 9 20 主義 肺結核に悩める工女 4
5 9 1901 9 20 学説 天台十疑論は偽作たるべし 望月信享 5
5 9 1901 9 20 学説 ショッペンハウエル氏の倫理説を評す 吉水智憲 9
5 9 1901 9 20 雑算 離別の賦（新体詩） 井上徳定 13
5 9 1901 9 20 雑算 往生礼讃（後夜の巻） 真野観堂 17 表紙とタイトル異なる
5 9 1901 9 20 雑算 曼荼羅和上（一） 犀瀾迂人 20
5 9 1901 9 20 雑算 今年の夏 松雨山人 22
5 9 1901 9 20 小説 法蓮房信空 井手蕉雨 25
5 9 1901 9 20 時言 廿五霊場の改正 松隠居 36 表紙に筆者記載なし
5 9 1901 9 20 時言 衝口發 南　　溟 39 表紙に筆者記載なし
5 9 1901 9 20 時言 再び学生服制に就て 宗学生某 41 表紙に筆者記載なし
5 9 1901 9 20 時言 露気雨声 壺　　外 43 表紙に筆者記載なし
5 9 1901 9 20 時言 貴耳賎目 眉毛生 46 表紙に筆者記載なし
5 9 1901 9 20 時言 露華桂香 卍　　翁 47 表紙に筆者記載なし



5 9 1901 9 20 思勢 モルモンと世論 51
5 9 1901 9 20 思勢 社会主義と片山氏 52
5 9 1901 9 20 江湖 モルモン教の渡来 52
5 9 1901 9 20 江湖 淫祠の取締 52
5 9 1901 9 20 江湖 開成学堂 52
5 9 1901 9 20 江湖 専門学院 52
5 9 1901 9 20 江湖 第五教校 52
5 9 1901 9 20 江湖 第五伝教会 52
5 9 1901 9 20 社告
5 9 1901 9 20 広告
5 10 1901 10 20 学説 支那文学の概観 飯田御世吉郎 1 文学士
5 10 1901 10 20 学説 カントノ倫理説一斑 松田貫了 6
5 10 1901 10 20 公議 知恩院寺務員諸君に問ふ 天鼓自鳴　堂主 11
5 10 1901 10 20 雑算 つとめ式の偈 吉岡沛雨 15 表紙とタイトル異なる
5 10 1901 10 20 雑算 宗史談叢 越智専明 16
5 10 1901 10 20 雑算 祖承余談 鴻城生 19
5 10 1901 10 20 雑算 古経の賦 沛　　雨 23
5 10 1901 10 20 雑算 橋の袂 狐    孫 23
5 10 1901 10 20 雑算 秋思 掬　　翠 25
5 10 1901 10 20 雑算 日丸卜子 蓊斎浪禅 25
5 10 1901 10 20 雑算 秋日贈故国友人 台北　 廬　獄 26
5 10 1901 10 20 雑算 客舎秋夜 台北　 廬　獄 26
5 10 1901 10 20 小説 勢観房源智 井手蕉雨 26
5 10 1901 10 20 時言 紀念布教概則出つ 41
5 10 1901 10 20 時言 学生の元気涵養 秦　鳧水 42 表紙に筆者記載なし
5 10 1901 10 20 時言 衝口發 南山 45 表紙に筆者記載なし
5 10 1901 10 20 時言 行雲過雁 滄　　浪 48 表紙に筆者記載なし
5 10 1901 10 20 時言 流水東西 廬獄狂夫 50 表紙に筆者記載なし
5 10 1901 10 20 時言 黄花紅葉 卍　　翁 53 表紙に筆者記載なし
5 10 1901 10 20 社告
5 10 1901 10 20 広告
5 11 1901 11 20 学説 生死論（接前） 小林瑞浄 1 表紙とタイトル異なる（一部）
5 11 1901 11 20 学説 韓非の学術を論ず 湯浅廉孫 7 表紙と順序逆（表紙:「支那文学の概観」が先）
5 11 1901 11 20 学説 支那文学の概観（承前） 飯田御世吉郎 14 表紙とタイトル異なる（一部）
5 11 1901 11 20 公議 敢て大乗主義を鼓吹す 望月信享 21
5 11 1901 11 20 公議 家庭と小説 鬼城生 27
5 11 1901 11 20 雑算 伯林郵書（教状一斑） 一　　如 31 表紙とタイトル異なる
5 11 1901 11 20 雑算 曼荼羅和上（二） 犀　　瀾 34 表紙とタイトル異なる（一部）
5 11 1901 11 20 雑算 藤衣 江月尼 38 表紙とタイトル異なる（一部）
5 11 1901 11 20 雑算 倥侗子 蓊　　斎 40
5 11 1901 11 20 小説 熊谷入道連生 井手蕉雨 40
5 11 1901 11 20 時言 仏祖の鴻恩 49 表紙とタイトル異なる（一部）
5 11 1901 11 20 時言 訓示号外 49
5 11 1901 11 20 時言 敢て質し敢て望む 50
5 11 1901 11 20 時言 東京だより 50
5 11 1901 11 20 時言 小夜ちどり 卍　　翁 51 表紙に筆者記載なし、表紙とタイトル異なる（一部）
5 11 1901 11 20 江湖 談会 53
5 11 1901 11 20 江湖 聴講生規則 53
5 11 1901 11 20 江湖 浄土宗伝道会 53
5 11 1901 11 20 江湖 宗粋講 54
5 11 1901 11 20 社告
5 11 1901 11 20 広告
5 12 1901 12 20 主義 如何にして現下の信界を統一せんか 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
5 12 1901 12 20 主義 歳末小言 4
5 12 1901 12 20 論説 堅彗の年代及著述 望月信享 7
5 12 1901 12 20 論説 上古の来世教 鷲尾順敬 5
5 12 1901 12 20 論説 信念の鼓吹 神居琳慶 10
5 12 1901 12 20 論説 韓非の学術を論ず（承前） 湯浅廉孫 16 表紙とタイトル異なる（一部）
5 12 1901 12 20 雑算 増上寺学事史料 越智専明 23
5 12 1901 12 20 雑算 曼荼羅和上（三） 小林れん城 26 表紙とタイトル異なる（一部）、「れん」は王へんに2点しんにょ

うの連
5 12 1901 12 20 雑算 佛耶両教の比較 獅岳山人 30 ウィリアムス著、獅岳山人訳
5 12 1901 12 20 雑算 西方楽 34 表紙タイトル：詩歌文数十首(西方楽～養疴雑詠）
5 12 1901 12 20 雑算 冬木立 吉岡沛雨 34
5 12 1901 12 20 雑算 遥に在独逸国留学の荻原渡邊の二兄におくる歌 井上松雨 34
5 12 1901 12 20 雑算 落葉集 江月尼 35
5 12 1901 12 20 雑算 楠蔭詩稿抄（五） 37
5 12 1901 12 20 雑算 養疴雑詠　緑六首 小林犀瀾 38
5 12 1901 12 20 江湖 宗教々育の現状に就て 38
5 12 1901 12 20 江湖 今の世は 41
5 12 1901 12 20 江湖 六窓茶話 42
5 12 1901 12 20 江湖 塞鴉枯声 45
5 12 1901 12 20 江湖 煤はらひ 49
5 12 1901 12 20 江湖 近事 51
5 12 1901 12 20 社告
5 12 1901 12 20 広告
6 1 1902 1 21 主義 宗学研究の切要及び其の方法 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 1 1902 1 21 論説 人類思想の発展の経路に就いて 松田　貫了 7
6 1 1902 1 21 論説 我国上古史に見はれたる仏教の道徳的感化 鷲尾　順敬 13
6 1 1902 1 21 論説 道徳的信仰 中島　徳蔵 17
6 1 1902 1 21 論説 宗教における罪悪の意義 秦　愍成 19
6 1 1902 1 21 論説 起信論の作者に就いて 望月　信亨 23
6 1 1902 1 21 雑算 七百年御忌法会の式目に就いて 温古　道人 26
6 1 1902 1 21 雑算 増上寺学事史料 越智　專明 36
6 1 1902 1 21 雑算 仏耶両教の比較（第二回） ウィリアムス 39 獅岳山人　訳
6 1 1902 1 21 雑算 『かへらし』日記 井上　松雨 43
6 1 1902 1 21 雑算 雪 松田　狐峰 46
6 1 1902 1 21 江湖 吾徒の責務 47
6 1 1902 1 21 江湖 仏教界の三思潮 48
6 1 1902 1 21 江湖 非伽藍主義 52
6 1 1902 1 21 江湖 教育的土木と伽藍的土木 □△生 54
6 1 1902 1 江湖 春風春水録 盲蛇 57
6 1 1902 1 21 江湖 六窓茶話 60
6 1 1902 1 21 江湖 謹賀新年（俳評） 卍翁 61 表紙とタイトル異なる
6 1 1902 1 21 江湖 近事 62
6 2 1902 2 21 主義 紀念大学設立の議 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 2 1902 2 21 論説 慮山慧遠の浄土教（上） 豊岡　博道 8
6 2 1902 2 21 論説 宗教原論 吉水　智海 16
6 2 1902 2 21 論説 韓非の学術を論ず（承前） 湯浅　廉孫 21
6 2 1902 2 21 論説 仏教と時代精神 平澤　謙純 31
6 2 1902 2 21 雑算 増上寺学事史料（第三回） 越智　專明 39
6 2 1902 2 21 雑算 仏耶両教の比較 ウィリアムス 42 獅岳山人　翻訳
6 2 1902 2 21 雑算 『かへらし』日記（二） 井上　松雨 46
6 2 1902 2 21 雑算 我観 吉水　東溟 49



6 2 1902 2 21 雑算 吹雪の敵 松雨　山人 51
6 2 1902 2 21 江湖 発刊五周年の辞 55
6 2 1902 2 21 江湖 再び紀念伝道に就きて 57
6 2 1902 2 21 江湖 活きたる信仰 鴻城生 59
6 2 1902 2 21 江湖 僕は思ふ かもの水 60
6 2 1902 2 21 江湖 寺院の非常準備 64
6 2 1902 2 21 江湖 南枝北枝 卍翁 66
6 2 1902 2 21 江湖 紀念大学 67
6 2 1902 2 21 江湖 近事 67
6 2 1902 2 21 社告
6 2 1902 2 21 広告
6 3 1902 3 20 主義 進歩主義と復古主義 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 3 1902 3 20 主義 盛に宗祖の降誕を奉祝せよ 6
6 3 1902 3 20 論説 宗教家の任務 建部　遯吾 9 文学博士
6 3 1902 3 20 論説 高野山における浄土教（上） 鷲尾　順敬 18
6 3 1902 3 20 論説 積極的信念 神居　琳應 22
6 3 1902 3 20 論説 慮山慧遠の浄土教（中） 豊岡　博道 27
6 3 1902 3 20 雑算 老子年代考 島田　鈞一 35
6 3 1902 3 20 雑算 如意輪塔考 井上　徳定 40
6 3 1902 3 20 雑算 増上寺学事史料（第四回） 越智　專明 44
6 3 1902 3 20 雑算 仏耶両教の比較 （完結） ウィリアムス 47 獅岳山人　翻訳
6 3 1902 3 20 江湖 紀念大学の設立の計画に就いて 53
6 3 1902 3 20 江湖 動物虐待廃止会 盲蛇 56
6 3 1902 3 20 江湖 京都寺院と教校問題 忘筌子 58
6 3 1902 3 20 江湖 春眠囈語 ソヒスト 59
6 3 1902 3 20 江湖 彼岸団語 卍翁 61
6 3 1902 3 20 江湖 近事片々 62
6 3 1902 3 20 江湖 大韓国の正月（通信） 伊藤　祐晃 63
6 4 1902 4 15 主義 再び紀念大学設立の計画を論す 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 4 1902 4 15 論説 報恩主義の道徳 吉水　智海 6
6 4 1902 4 15 論説 慮山慧遠の浄土教（下） 豊岡　博道 13
6 4 1902 4 15 論説 『へるぷす』の満足補助論 竹石　耕善 21 タイトル：表紙と異なる
6 4 1902 4 15 論説 仏教と時代精神（接前々） 平澤　謙純 25
6 4 1902 4 15 雑算 訶梨跋摩の年代及び事蹟 望月　信亨 36
6 4 1902 4 15 雑算 史海雑筆 鷲尾　順敬 47
6 4 1902 4 15 雑算 春のしらべ 井上　松雨 50
6 4 1902 4 15 江湖 僧侶の自活問題 51
6 4 1902 4 15 江湖 総選挙と僧侶の運動 54
6 4 1902 4 15 江湖 紀念事業とその資金 55
6 4 1902 4 15 江湖 無題 55
6 4 1902 4 15 江湖 彩霞紅雲 卍翁 57
6 4 1902 4 15 江湖 京都だより 59
6 4 1902 4 15 江湖 女学校設立に就き大阪寺院諸君に望む 康成　達倫 60
6 4 1902 4 15 社告 64
6 4 1902 4 15 広告 64
6 5 1902 5 15 主義 宗教々育の前途を憂ふ 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 5 1902 5 15 論絶 偉人の感化 井上　哲次郎 6 文学博士
6 5 1902 5 15 論説 支那仏教史評論 吉水　智海 14
6 5 1902 5 15 論説 高野山における浄土教（下） 鷲尾　順敬 27
6 5 1902 5 15 論説 『へるぷす』の満足補助論（承前） 竹石　耕善 29
6 5 1902 5 15 雑算 世親の出世年代に就いて 望月　信亨 37
6 5 1902 5 15 雑算 大熊弁玉 金子　元臣 45
6 5 1902 5 15 江湖 管長職交代あらせらる 51
6 5 1902 5 15 江湖 吾人が信仰の指導者 鴻城生 52
6 5 1902 5 15 江湖 紀念大学と紀念伝道（四たび） 53
6 5 1902 5 15 江湖 東京文学院の設立 55
6 5 1902 5 15 江湖 文書布教 松隠居 56
6 5 1902 5 15 江湖 新緑残鶯 卍翁 58
6 5 1902 5 15 江湖 京都だより 60
6 6 1902 6 15 主義 布教の主義方針を確立せよ 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 6 1902 6 15 論絶 梁真諦の伝える唯識教 林　彦明 6
6 6 1902 6 15 論説 本朝に始めて仏像渡来するについて（講演） 小杉　榲邨 18 文学博士
6 6 1902 6 15 論説 支那仏教史評論（承前） 吉水　智海 23
6 6 1902 6 15 論説 倫理宗教一貫論 松田　貫了 31
6 6 1902 6 15 雑算 仏本生譚に就いて 豊岡　博道 44
6 6 1902 6 15 雑算 詠六道長歌拝反歌 真野　観堂 49
6 6 1902 6 15 江湖 浄土宗と生産事業 52
6 6 1902 6 15 江湖 宗史編纂会の設立を望む 鴻城生 53
6 6 1902 6 15 江湖 「法然」主義とは何ぞ 芳翠 55
6 6 1902 6 15 江湖 信仰はほかに与へ得るか 鴻城生 59
6 6 1902 6 15 江湖 緑樹黄梅 卍翁 61
6 6 1902 6 15 江湖 東京だより 63
6 7 1902 7 15 主義 旧弊を一掃せよ（頑固なる僧侶に告ぐ） 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 7 1902 7 15 論説 日本仏教史上の三大思想 鷲尾　順敬 5
6 7 1902 7 15 論説 紀念電動の教範に就いて 樋口　法隆 9
6 7 1902 7 15 論説 支那仏教史評論（承前） 古水　智海 19 表紙と筆者が異なる
6 7 1902 7 15 論説 仏典の研究方法如何 富森　篤 25
6 7 1902 7 15 雑算 再び世親の出世時代に就いて 望月　信亨 29
6 7 1902 7 15 雑算 『歌がたり』を評す 井上　松雨 37
6 7 1902 7 15 雑算 平安朝の女流文豪 江月　道人 43
6 7 1902 7 15 江湖 迎合主義を排す 芳翠 45
6 7 1902 7 15 江湖 吾人が信仰の指導者（再び） 鴻城生 46
6 7 1902 7 15 江湖 卒業生の使途如何 49
6 7 1902 7 15 江湖 夏期講習会に就いて 51
6 7 1902 7 15 江湖 夏期の伝道 盲蛇 52
6 7 1902 7 15 江湖 斎東野語 卍翁 53
6 7 1902 7 15 江湖 近事片々 55
6 4 1902 4 15 社告 64
6 4 1902 4 15 広告 64
6 8 1902 8 15 主義 先づ支那大陸を開教せよ 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 8 1902 8 15 論説 慈恩法師の浄土に関する著書及其の所説 望月　信亨 7
6 8 1902 8 15 論説 支那仏教史評論（承前） 吉水　智海 20
6 8 1902 8 15 論説 荘子の哲学思想 吉水　智憲 27
6 8 1902 8 15 雑算 一切従心転 鴉声子 34
6 8 1902 8 15 雑算 原始仏教に於ける霊魂不滅の観念に就きて（應質疑） 秦　愍成 37
6 8 1902 8 15 雑算 小楠公(吉野山如意輪寺遺芳会唱歌) 井上　松雨 39
6 8 1902 8 15 江湖 宗学生と其の自活問題（宗門教育の一大欠陥） 江月　道人 44
6 8 1902 8 15 江湖 僧侶結婚問題に就いて 46
6 8 1902 8 15 江湖 宗門の財源と北海の開墾 51
6 8 1902 8 15 江湖 宗派反目の痴情を悪む 鴻城生 52
6 8 1902 8 15 江湖 布教師の選良 56



6 8 1902 8 15 江湖 鬼語人言 卍翁 57
6 8 1902 8 15 江湖 近事片々 59
6 8 1902 8 15 江湖 東京だより 61
6 8 1902 8 15 社告 64
6 8 1902 8 15 広告 58
6 9 1902 9 15 主義 寺門の経済法如何 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 9 1902 9 15 論説 慈恩法師の浄土に関する著書及其の所説 望月　信亨 7
6 9 1902 9 15 論説 紀念伝道教範に就いて（完結） 樋口　法隆 24
6 9 1902 9 15 雑算 無問自筆 桜雨　山人 46
6 9 1902 9 15 雑算 詩の内容 小林　璉城 48
6 9 1902 9 15 江湖 鳥島の惨状を悼む 三日 54
6 9 1902 9 15 江湖 東本願寺の騒動 55
6 9 1902 9 15 江湖 服制改定の必要(法服と常服とを区別せよ) 奉天 56
6 9 1902 9 15 江湖 詰込教育と試験の弊 60
6 9 1902 9 15 江湖 骨争ひ『新狂言』 まむおう 61
6 9 1902 9 15 江湖 芦花荻声 卍翁 62
6 9 1902 9 15 江湖 近事数件 64
6 9 1902 9 15 江湖 新刊寄贈 64
6 9 1902 9 15 江湖 宗門布教師に警告す 吉岡　沛雨 65
6 9 1902 9 15 江湖 紀念図書館 65
6 9 1902 9 15 社告 表紙に記載
6 9 1902 9 15 広告 表紙に記載
6 10 1902 10 15 主義 僧侶生活の方法と布教 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 10 1902 10 15 論説 教育上の欠陥 上田　万年 7
6 10 1902 10 15 論説 慈恩法師の浄土に関する著書及其の所説 望月　信亨 16
6 10 1902 10 15 論説 咄明恵上人と北条泰時 加藤　咄堂 24
6 10 1902 10 15 雑算 釈迦牟尼の世系 鷲尾　順敬 35
6 10 1902 10 15 雑算 宋元復興派の難点と雪舟 鈴木　暢幸 41
6 10 1902 10 15 江湖 百山の後箽選挙に就いて 47
6 10 1902 10 15 江湖 教学院会議と宗会 49
6 10 1902 10 15 江湖 再び宗学生と自活問題（自活問題に悩める学生に次ぐ） 50
6 10 1902 10 15 江湖 当世一枚起請文 54
6 10 1902 10 15 江湖 黄華紅葉 卍翁 55
6 10 1902 10 15 江湖 京都通信 56
6 10 1902 10 15 江湖 東京だより（たてまつり候） 58
6 10 1902 10 15 江湖 談話会見物記 吉岡　沛雨 59
6 10 1902 10 15 江湖 紀念図書館記事 表紙のみ記載、内容はなし
6 10 1902 10 15 社告 表紙に記載
6 10 1902 10 15 広告 表紙に記載
6 11 1902 11 15 主義 敢て大本山住職選挙法の改正を促す 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 11 1902 11 15 主義 各宗共同の成績如何 6 表紙に記載なし
6 11 1902 11 15 論説 仏教道徳問題 野上　翠渓 7
6 11 1902 11 15 論説 吾人の信仰 吉水　智憲 12
6 11 1902 11 15 論説 小川宗を論ず 椎尾　節堂 18
6 11 1902 11 15 論説 大天論 小林　瑞浄 25
6 11 1902 11 15 雑算 弁内侍(薩摩琵琶歌) 井上　松雨 30
6 11 1902 11 15 雑算 野山隠遁録（其の一） 八木　道人 32
6 11 1902 11 15 雑算 船客問答 翠影　道人 34
6 11 1902 11 15 江湖 得業諸士の奮発を望む 42
6 11 1902 11 15 江湖 宗脈の授受を就きて所感を述ぶ 小野　硯洋 44
6 11 1902 11 15 江湖 女学生風紀問題に就きて 46
6 11 1902 11 15 江湖 噫比の肺病国民を奈何にせむ 48
6 11 1902 11 15 江湖 秋蝉獨語 秋蝉 48
6 11 1902 11 15 江湖 三たび宗学生と自活問題（某氏に與へて其の惑を解く） 秦鴎水生 51
6 11 1902 11 15 江湖 霜鐘夜砧 卍翁 54
6 11 1902 11 15 江湖 東都の評判記（一日） 55
6 11 1902 11 15 江湖 むらもみぢ(京都通信) 玄澗 58
6 11 1902 11 15 江湖 近事 59
6 11 1902 11 15 社告 表紙に記載
6 11 1902 11 15 広告 表紙に記載
6 12 1902 12 15 主義 一宗教育の主義方針の確立を要す 1 発行人：関祐嶽　編輯人：法山英淳　発行所：京都市下京区

寺町通松原上ル浄国寺中宗粋社
6 12 1902 12 15 論説 仏教道徳問題 野上　翠渓 9
6 12 1902 12 15 論説 法相宗に於ける唯心説の価値 豊岡　博道 14
6 12 1902 12 15 論説 良忍上人の半生 鈴木　暢幸 23
6 12 1902 12 15 雑算 野山隠遁録（其二） 八木　道人 30
6 12 1902 12 15 雑算 平安朝の女流文豪 江月 36
6 12 1902 12 15 雑算 長短録 長短子 39
6 12 1902 12 15 雑算 虫の声々 真野観堂 32
6 12 1902 12 15 雑算 和歌 吉岡　沛雨 41
6 12 1902 12 15 諷草 入婿《新狂言》 五そん子 41
6 12 1902 12 15 江湖 須く其の声を実にすべし 43
6 12 1902 12 15 江湖 東都の僧侶に告ぐ 45
6 12 1902 12 15 江湖 凍雲凝霜 秋蝉 47
6 12 1902 12 15 江湖 すゝはらひ 煤男 49
6 12 1902 12 15 江湖 落葉片々 秋蝉 53
6 12 1902 12 15 江湖 東都郵信 とうばん 54
6 12 1902 12 15 江湖 近事(四日) 56
6 12 1902 12 15 社告 58
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